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NEXPO 

在庫管理 
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１．在庫管理 

在庫管理メニューは、商品の在庫に関する処理をします。 
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在庫管理メニュー（サブメニュー） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サブメニュー一覧 

１－１．出庫指示 

１－２．出庫指示一覧 

１－３．出庫 

１－４．出庫一覧 

１－５．入庫予定一覧 

１－６．入庫 

１－７．棚卸 

１－８．棚卸確定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１－１ １－２ １－６ １－５ 

１－３ １－４ １－７ １－８ 
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１－１．出庫指示 

出庫する商品を指示（登録）します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➀ 商品コード   ：商品コードを入力します。※前方一致検索ができます。 

           （例）商品コード 「1100」 の場合「１」を指定して検索すると「1100」が表示され     

ます。 

➁ バーコード   ：バーコードを入力します。 

スキャナーからのバーコード読み取りも可能です。 

➂ 商品名     ：商品名を入力します。 

➃ 全商品     ：対象商品の部門を選択します。 

⑤ 検索する    ：➀～➃のいずれかの条件で出庫対象商品を検索します。 

⑥（商品一覧）   ：出庫可能な商品を表示します。 

⑦ 出庫№     ：出庫処理で使用します。 

⑧ 指示№     ：⑮（保存）で自動採番されます。 

⑨ 移動元(店舗)  ：商品の移動元店舗を選択します。 

⑩ 移動先(店舗)  ：商品の移動先店舗を選択します。 

⑪ 移動日     ：商品の移動日を選択します。 

⑫ 担当者     ：出庫指示担当者を選択します。 

⑬（商品選択一覧） ：今回選択した商品を表示します。 

⑭ 打ち直し    ：今回入力した全ての情報がクリアされます。 

⑮ この内容で保存 ：今回の出庫指示を確定します。 

 

 

 

⑤ 

 

➂ 

①  

➃ 

➁ 

⑭ ⑮ 

 

⑦ 

⑨ 

⑩ 

⑧ 
⑩ 

⑫ 

⑥（商品一覧） ⑬（商品選択一覧） 

 



 5 / 34 

◆選択した商品の設定内容が変更できます。 ※保存前まで変更可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➀ 移動元(店舗)  ：商品の移動元店舗を変更できます。 

➁ 移動先(店舗)  ：商品の移動先店舗を変更できます。 

➂ 移動日     ：商品の移動日を変更できます。 

➃ 担当者     ：担当者を変更できます。 

⑤ 指示数     ：出庫指示数を変更できます。 

 

 

 

 

 

 

 

➀ 

➂ 

➁ 

➃ 

⑤ 
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⑮(この内容で保存)タップ後に表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「OK」をタップすると「出庫指示」画面に遷移します。 

＜Point＞ 

出庫可能な商品は、在庫数が「１」以上で現在庫数量以下になります。 

移動元店舗で、在庫ステータス「引当」の在庫レコードを作成しますが、移動先店舗在庫には影響しません。 
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１－２．出庫指示一覧 

出庫指示した内容の確認と編集ができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➀ 指示 No.         ：指示№を入力できます。 

➁ 指示日          ：出庫指示日を範囲指定できます。 

➂ 移動日          ：移動日を範囲指定できます。 

➃ 移動元店舗        ：移動元店舗を選択できます。 

⑤ 移動先店舗        ：移動先店舗を選択できます。 

⑥ 状態           ：「出庫指示」と表示されます。 

⑦ 検索する         ：➀～⑥のいずれかの条件で出庫指示された商品を検索します。 

⑧ 出庫指示された指示№情報 ：出庫指示された内容を表示します。 

⑨ ⑧の商品情報       ：出庫指示された指示№の商品情報を表示します。 

⑩ 編集           ：出庫指示の内容を変更できます。（次ページの◆出庫指示変更方法へ） 

◆出庫指示変更方法 

編集をタップすると、以下の画面に移動します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 

⑥ 

⑧出庫指示された指示№情報 ⑨左記⑧の商品情報 

➀ ➁ 

 

➂ 

 ④ ⑤ 

 

⑥ 

 

⑦ 

 

⑩ 

③

➁ 

③

➀ 

③

➃ ⑤ 

③ 
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➀ 移動日     ：商品の移動日を変更できます。 

➁ 担当者     ：担当者を変更できます。 

➂ 指示数     ：商品の出庫数を変更できます。 

➃ 削除      ：出庫指示した内容が削除されます。   

⑤ この内容で保存 ：出庫指示(移動元)情報を登録しました。(１-４．出庫一覧 へ) 

 

◆(この内容で保存)タップ後に表示します。 
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１－３．出庫 

出庫指示した商品に対する出庫を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➀ 指示 No.         ：指示№を入力できます。 

➁ 移動先          ：移動先店舗を選択します。 

➂ 移動日          ：移動日を範囲指定できます。 

➃ 検索する         ：➀～➂のいずれかの条件で出庫対象商品を検索します。 

⑤ 担当者          ：担当者を変更できます。 

⑥ 出庫伝票印刷       ：出庫伝票を印刷します。 

⑦ この内容で保存      ：出庫指示～出庫までの処理完了となります。(出庫完了) 

                (出庫伝票を印刷されます。) ※次ページ参照ください。 

 

◆出庫処理補足 

（１）．出庫指示で自動採番された指示No.が分かっている場合。 

前述の➀「指示№」を入力後、➃「検索する」をタップして対象指示№が存在すれば表示されます。 

（２）．移動指示No.が分からない場合. 

前述の➁「移動先」及び③「移動日」を設定後、➃「検索する」をタップして対象指示№が存在すれば 

表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

➀ ➁ 

➂ ➃ 

⑤ 

⑦ ⑥ 
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◆出庫伝票（前述⑦の出庫完了時に出力されます。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➀ 移動日と処理時間です。 

➁ 出庫先店舗名です。 

➂ 商品コードと属性コードです。 

➃ 出庫数量です。 

⑤ 商品のバーコード数値です。 

⑥ 今回の指示№の出庫商品合計数です。 

⑦ 出庫元店舗名です。 

⑧ 処理担当者名です。 

⑨ 出庫伝票№です。 

⑩ 伝票のバーコードです。 

 

＜Point＞ 

移動元店舗で、在庫ステータス「積送」の在庫レコードを作成しますが、移動先店舗在庫には影響しません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 
② 

③ 
⑤ 

➃ 

⑦ 
⑧ ⑨ 

⑩ 

⑥ 
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１－４．出庫一覧 

出庫（積送中）伝票の確認と変更ができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➀ 編集    ：出庫伝票の削除と出庫伝票の再印刷ができます。（出庫指示の数量変更はできません。） 

 

 

◆出庫伝票の削除と再印刷 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➀ 削除     ：伝票を削除します。 

➁ 出庫数 ：商品を選択すると、出庫数の入力ができます。 

③ 出庫伝票印刷 ：出庫伝票の再発行ができます。 

 

 

 

① 

 

③ 

 

① 

 

② 
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②出庫数の入力ができます。 

 

 

＜Point＞ 

➀削除を選択すると、移動元店舗で在庫ステータス「積送戻し」の在庫レコードを作成します。 

②出庫数の変更を入力することはできますが、指示数の変更はできません。 

 

１－５．入庫予定一覧 

入庫予定の伝票一覧が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➀ 指示 No.         ：指示№を入力できます。 

➁ 指示日          ：出庫指示日を範囲指定できます。 

➂ 移動日          ：移動日を範囲指定できます。 

➀ ➁ ➂ 

➃ ⑤ ⑥ ⑦ 

⑩ 

⑧出庫確定情報 ⑨出庫確定商品情報 
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➃ 移動元店舗        ：移動元店舗を選択できます。 

⑤ 移動先店舗        ：移動先店舗を選択できます。 

⑥ 状態           ：「出庫確定」と表示されます。 

⑦ 検索する         ：➀～⑥のいずれかの条件で出庫指示された商品を検索します。 

⑧ 出庫伝票一覧       ：移動元で出庫処理された伝票の一覧。 

⑨ 出庫確定商品情報     ：移動元で出庫処理された出庫№の商品情報。 

                ⑧に複数レコードがある場合は先頭レコードの内容を表示します。 

⑩ 入庫           ：入庫（入庫入力）画面に遷移します。 

(1-6.入庫 1-6-1．商品の移動（受入）を参照してください。) 

 

 

１－６．入庫 

入庫入力は 2つのパターンで処理を行います。 

パターン１．商品移動の受入時に「入庫一覧」から本機能に遷移して使用する場合。(1-6-1) 

パターン 2．一般の入庫商品の受入処理として使用する場合。(1-6-2) 

入庫一覧から遷移して使用する場合について説明します。 

 

１－６－１．商品移動（受入） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➀ 受入商品情報  ：入庫予定の前出⑩入庫で選択した出庫指示№の商品コードです。 

➁ 入庫数     ：移動数に対しての入庫数を入力します。 

➂ この内容で保存 ：入庫処理を完了しました。 

＜Point＞            

移動元店舗で在庫ステータス「出庫」で在庫レコードを作成します。 

移動先店舗で在庫ステータス「入庫」で在庫レコードを作成します。 

➀受入商品情報 

➁ 

➂ 
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◆(この内容で保存)タップ後に表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「OK」をタップすると「入庫入力」画面に遷移します。 

◆入庫差異での受け入れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

移動元の出庫数と入庫時(移動先)の入庫数に差異が出た場合の表示画面です。 

差異がある状態で保存すると、以下の在庫レコードを作成します。 

＜Point＞            

移動元店舗では 

（１） 在庫ステータス「出庫」で在庫レコードを作成します。 数量は（入庫数）。 

（２） 在庫ステータス「積送戻し」で在庫レコードを作成します。 

(出庫数)＞(入庫数)の場合の数量は(出庫数)＞(入庫数)の値 

(出庫数)＞(入庫数)の場合の数量は(入庫数)＞(出庫数)の値 

移動先店舗で、在庫ステータス「入庫」で在庫レコードを作成します。 
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１－６－２．一般の入庫商品（受入） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➀ 商品コード    ：商品コードを入力します。 

➁ バーコード    ：バーコードを入力します。 

➂ 商品名      ：商品名を入力します。 

➃ 全商品      ：商品部門を選択します。 

⑤ 検索する     ：➀～➃のいずれかの条件で出庫対象商品を検索します。 

（1-6-3．商品検索 を参照ください） 

⑥ 検索結果の表示  ：表示された商品から入庫対象商品を選択します。 

 

 

◆入庫対象商品の選択と数量変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 

➀ ➁ 
➂ 

➃ 

⑥検索結果の表示 

入庫対象商品表示 

検索結果表示 
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「検索結果」画面から、入庫対象商品をタップして選択します。 

選択後、右側に対象商品を表示します。 

選択時の入庫数は「１」を表示します。 

➀ 入庫数変更     ：「入庫対象標品表示」画面の商品名をタップすると、電卓がポップアップされます

ので入庫数を入力後、OKをタップして変更できます。 

➁ 打ち直し      ：選択した商品の一括削除をする際に使用します。 

➂ この内容で保存   ：入庫処理を完了します。 

 

◆属性管理対象商品をタップすると、商品コードに紐づく属性単位で表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆(この内容で保存)タップ後に表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「OK」をタップすると「入庫入力」画面に遷移します。 

属性単位の表示 
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１－６－３．商品検索 

検索入力欄の商品の絞り込みができます。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➀ 商品コード   ：検索対象の商品コード設定後に（検索する）をタップします。 

➁ バーコード   ：検索対象のバーコード設定後に（検索する）をタップします。 

➂ 商品名     ：検索対象の商品名設定後に（検索する）をタップします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➃ [全商品]    ：[全商品]をタップすると部門マスタ(部門マスタ登録済の場合)の内容が表示されます。 

対象部門を選択します。 

 

 

 

① ➁ 
➂ 

➃ 
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１－６－４．伝票検索 

商品移動の受入時に直接「入庫入力」画面から処理する方法です。 

➀ 画面右上の検索ボタンをタップすると出庫伝票番号が入力（検索）できます。 

➁ 出庫伝票に印刷されたバーコードをスキャナーで読み取ります。 

➀➁いずれも(1-6-1．商品移動（受入）)の画面に遷移します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➁ 

➀ 
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１－７．棚卸 

棚卸するための数量を登録します。 

※本機能は 1店舗につき 1日 1回しか実行できません。 

（１）棚卸初期画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「OK」   ：棚卸を開始します。 

 

（２）棚卸処理の開始確認画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「はい」   ：棚卸を開始します。 

 「いいえ」  ：メニューに戻ります。 

 

 

➀ ➁ 

➀ 
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（３）棚卸 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➀ 「はい」   ：数量設定画面に遷移します。 

 

 

（４）棚卸商品の(選択と数量設定)画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➀ 商品コード   ：商品コードを入力します。前方一致検索が出来ます。※（５）参照 

           （例）商品コード 1100 の場合、１を指定して検索出来ます。 

➁ バーコード   ：バーコードを入力します。※（５）参照 

           スキャナーからの読み取りも可能です。 

➂ 商品名     ：商品名を入力します。※（５）参照 

➃ [全商品]    ：対象商品の部門を指定します。（６）参照 

➀ 

➀ ➁ 
➂ 

➃ 

⑤棚卸対象商品表示 

⑥棚卸処理商品表示 

⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ 

⑦ 
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⑤ 棚卸対象商品表示：棚卸可能な商品を一覧表示します。 

           対象商品をタップすると⑥「棚卸処理商品表示」にコピーされます。 

           選択時の実棚数は「１」となります。 

⑥棚卸処理商品表示 ：実棚数を設定します。 

 

対象商品をタップする「棚卸処理商品表示」にコピーされます。 

 

 

⑦実棚数      ：実棚数の変更をします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦棚卸数量を電卓から設定します。 

 

実棚数を変更する場合「棚卸処理商品表示」の対象商品をタップすると電卓表示されます。 

ここで実棚数を変更します。 

 

対象商品をタップ 対象商品が選択される 

数量変更の場合タップ 
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（７）➀～➂選択時の画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対象商品のコードや名称を入力します。 

 

 

（８）➃選択時の画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対象となる部門を選択します。 
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⑧ 取消      ：棚卸処理を取り止めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「はい」     ：選択した商品の全てを破棄します。 

          下記画面を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ＯＫ」     ：在庫サブメニューに遷移します。 

 

※棚卸を再度実行するには、（１）棚卸初期画面からの処理となります。 

 

 

 

 

➀ 

➀ 
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⑨ 棚卸差異表印刷 ：棚卸差異表が印刷されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

印刷後は⑪「保留」と同じ状態となります。 

 

 

 

 

➀ サンプルショップ虎ノ門支店 ： 棚卸を行った店舗名です。 

➁ 日付            ： 棚卸開始日時です。 

➂ 商品情報          ： 商品コードと属性コードです。 

➃ バーコード         ： バーコードです。 

⑤ 帳簿            ： 商品の帳簿数です。 

⑥ 実棚            ： 今回処理した棚卸数量です。 

⑦ 差異            ： ⑤から⑥を引いた値です。 

⑧ 合計            ： ⑤、⑥、⑦の合計です。 

⑨ 担当            ： 棚卸処理担当者です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 
➁ 

➂ 
➃ 

⑤ 
⑥ ⑦ 

⑨ 

⑧ 
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⑩ 打ち直し    ：登録済の棚卸データを削除します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「はい」     ：選択した商品の全てを破棄します。 

          下記画面を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※棚卸の開始処理は継続していますので、ここから棚卸処理が実行できます。 
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⑪ 保留      ：棚卸データを保存します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ＯＫ」     ：ここまでに登録した棚卸データを保存します。 

          下記画面を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※メニューに遷移後の棚卸データ追加は「棚卸更新」まで処理可能です。 
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⑫ この内容で保存 ：棚卸登録を完了します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「しない」     ：棚卸画面で実棚数を設定しない商品に対する更新をしません。 

           「しない」が初期設定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「する」      ：棚卸画面で実棚数を設定しない商品に対して実棚数を「ゼロ」作成します。 
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「ＯＫ」      ：棚卸登録処理を完了します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「はい」      ：在庫サブメニューに遷移します。 

 

＜Point＞ 

この時点では在庫更新は未処理です。 

保留をこまめにしておくことにより、ネットワークエラーの影響を最小限に抑えることができます。 
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棚卸処理を複数回（１日）を実行しようとした場合 
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１－７．棚卸確定 

棚卸数量が完了後に、確定処理を実行します。 

この処理を実行すると在庫数量が更新されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➀ 実棚数       ：棚卸で処理された数量です。 

※    は棚卸処理で「未入力在庫の０更新」を「する」にした商品です。 

➁ 調整数       ：棚卸数量を調整します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調整対象商品をタップすると電卓表示します。 

調整数(マイナス可)を入力します。 

 

 

➂ ➃ 

⑤ 

   

 

➀ 

   

 

➁ 

 

 

 

 

   

   

    

⑥ 
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（実棚数）＋（調整数）＝（確定数）となります。 

 

 

➂ 打ち直し      ：棚卸調整した値をゼロに戻します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「はい」      ：棚卸調整した値を「ゼロ」にします。 
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➃ 保留        ：表示されている棚卸データを保存します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

棚卸時数量と棚卸調整数量を含めて保存します。 

⑥「この内容で保存」までは➁と➂は繰り返して処理できます。 

 

 

⑤   ボタン     ：追加商品がある場合に選択します。 
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   ボタンを押すと下記の画面を表示します。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➀ 「追加商品選択画面」から対象商品をタップすると「棚卸確定」画面に追加されます。 

➁ 「戻る」で「棚卸確定」画面に遷移します。 

 

 

⑥ この内容で保存   ：棚卸確定(在庫更新)処理を実行します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

追加商品選択画面 ➀ 

➁ 
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「ＯＫ」      ：下記画面（次ページ）を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「はい」      ：棚卸確定を実行します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「はい」      ：今回の棚卸処理の全てを完了しました。 

           在庫サブメニューに遷移します。 

 

 


